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ロロ
ボ

ツ
トト

物
流
、
溶
接
、
組
み
立
て
な
ど
、
作
業
現
場
で

　

物
流
、
溶
接
、
組
み
立
て
な
ど
、
作
業
現
場
で
ロロ

ボ
ッ
ト
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
少
子
高
齢

ボ
ッ
ト
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
少
子
高
齢
化化

で
、
労
働
力
の
確
保
が
ま
す
ま
す
困
難
に
な
る
こ

で
、
労
働
力
の
確
保
が
ま
す
ま
す
困
難
に
な
る
こ
とと

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
建
設
現
場
や
製
造

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
建
設
現
場
や
製
造
現現

場
で
、
人
間
と
と
も
に
働
い
て
く
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト

場
で
、
人
間
と
と
も
に
働
い
て
く
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
がが

い
た
ら
…
。
そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
も
あ
り
、
人

い
た
ら
…
。
そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
も
あ
り
、
人
間間

に
近
い
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
と
動
作
性
能
を
備
え

に
近
い
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
と
動
作
性
能
を
備
え
たた

ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
てて

い
ま
す
。
大
学
や
研
究
機
関
、
民
間
企
業
で
は

い
ま
す
。
大
学
や
研
究
機
関
、
民
間
企
業
で
は
研研

究
・
開
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
栃
木
県

究
・
開
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
栃
木
県
芳芳

賀
町
に
あ
る
川
田
工
業
㈱
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
事
業
部

賀
町
に
あ
る
川
田
工
業
㈱
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
事
業
部
もも

そ
の
ひ
と
つ

そ
の
ひ
と
つ
。。
国
の
研
究
機
関
と
共
同
で
研
究
用

国
の
研
究
機
関
と
共
同
で
研
究
用
のの

ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
、
そ
の
後
作
業
用
の
ロ
ボ
ッ

ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
、
そ
の
後
作
業
用
の
ロ
ボ
ッ
トト

を
商
品
化
し
て
い
ま
す

を
商
品
化
し
て
い
ま
す
。。

ま
た

　

ま
た
、、
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ

ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
トト
の
代
名
詞
と

の
代
名
詞
と

も
言
わ
れ
る

も
言
わ
れ
る
「「
A
S
I
M
O

A
S
I
M
O
」。」。
H
o
n
d
a

H
o
n
d
a
は
、
こ
の

は
、
こ
の

ほ
ど
新
型
を
発
表
し
ま
し
た
。
跳
ね
た
り
走
っ
た
り

ほ
ど
新
型
を
発
表
し
ま
し
た
。
跳
ね
た
り
走
っ
た
り
、、

そ
の
動
作
に
、
誰
も
が
目
を
見
張
り
ま
し
た
。
栃

そ
の
動
作
に
、
誰
も
が
目
を
見
張
り
ま
し
た
。
栃
木木

県
茂
木
町
に
あ

県
茂
木
町
に
あ
るる
「「
ホ
ン
ダ

ホ
ン
ダ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
」」

（
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
内

（
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
内
））
で
は
、

で
は
、
A
S
I
M
O

A
S
I
M
O
の
展
の
展

示
や
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
が
開
か
れ
、
最
新
の
ヒ
ュ
ー

示
や
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
が
開
か
れ
、
最
新
の
ヒ
ュ
ー
ママ

ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
の
技
術
が
体
感
で
き
ま
す

ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
の
技
術
が
体
感
で
き
ま
す
。。
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腕や手の可動範囲が大きいＨＲＰ-４人間サイズで、立ち上がり動作が可能なＨＲＰ-２パネルを一緒に運ぶHRP-2

2012とちぎ 4

腕や手の可動範囲が大きいＨＲＰ-４

ペットボトルとカップを持つHRP-4

人間サイズで、立ち上がり動作が可能なＨＲＰ-２

　

川
田
工
業
㈱
芳
賀
事
業
所

（
栃
木
県
芳
賀
郡
芳
賀
町
）
は
、

１
９
８
７
年
に
日
本
発
の
新
し

い
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
メ
ー
カ
ー
を

目
指
し
て
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同

社
の
ヘ
リ
開
発
計
画
が
凍
結
と

な
り
、
最
先
端
研
究
開
発
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
技
術
集
団
と

し
て
再
出
発
し
ま
し
た
。
そ
の

ひ
と
つ
と
し
て
１
９
９
９
年
、

東
京
大
学
で
進
め
て
い
た
研
究

用
二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
の
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
の
受
注
が
同
社
の
ロ

ボ
ッ
ト
事
業
の
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
。
２
０
０
０
年
、
こ

の
実
績
を
も
と
に
、
経
済
産
業

省
と
N
E
D
O
（
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構
）
が
推
進
す
る
「
人
間
協
調
・

共
存
型
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の

研
究
開
発
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
H

R
P
）
に
参
画
。
屋
外
で
人
間

と
の
共
同
作
業
を
想
定
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
の
開
発
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
開
発
に
は
、
凹
凸
の
あ

る
不
整
地
歩
行
や
倒
れ
て
も
自

分
で
起
き
上
が
れ
る
な
ど
の
厳

し
い
条
件
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

わ
ず
か
２
年
間
で
H
R
P
‐
２

「
プ
ロ
メ
テ
」
を
完
成
さ
せ
、
研

究
機
関
向
け
に
リ
ー
ス
を
は
じ

め
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
に
は

さ
ら
に
最
新
モ
デ
ル
の
H
R

P
‐
４
を
開
発
。
身
長
1
5
1

㌢
、
体
重
3
9
㌔
で
、
さ
ら
な

る
軽
量
化
と
低
価
格
化
を
実
現

し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
こ
れ
ま
で
に
得
た

開
発
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、

人
間
の
生
活
空
間
で
働
き
、
生

活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
ロ

ボ
ッ
ト
の
実
現
め
ざ
し
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

生
活
を
豊
か
に
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
を

川
田
工
業
㈱

（写真提供）HRP-2=独立行政法人産業技術総合研究所、川田工業株式会社
　　　　　  HRP-4=川田工業株式会社、独立行政法人産業技術総合研究所

パネルを一緒に運ぶHRP-2

パネルの立てかけ作業を手伝うHRP-2

人人人人人人人人人人間間間間間間間間間間とととととととととととととととととととともももももももももも人間とともににににににににににに特集
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人間とロボットが協力しながら働く生産現場
のイメージ（資料提供：川田工業株式会社）

次世代産業用ロボット「NEXTAGE」（左）と研究用上体ヒューマノイドロボット「HIRO」（中央、右奥）

　

川
田
工
業
㈱
で
は
、「
ヒ
ト
と
共
存
し
て
働
く

こ
と
が
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

新
し
い
発
想
の
作
業
ロ
ボ
ッ
ト
づ
く
り
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
２
０
０
９
年
に
商
品
化
し

た
「
N
E
X
T
A
G
E
」（
ネ
ク
ス
テ
ー
ジ
）
で

す
。
軽
量
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
、
安
全
性
と
生
産
性

の
両
立
な
ど
、
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
の
研

究
開
発
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
至
る
所
に
活
か
さ
れ
て
い

ま
す
。
川
田
工
業
㈱
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
未
来

に
つ
い
て
「
人
間
協
調
・
共
存
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
、

日
本
が
得
意
と
す
る
技
術
分
野
の
統
合
で
す
。
大

き
な
可
能
性
を
も
つ
産
業
分
野
と
し
て
、
自
動
車

や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
を
凌
ぐ
巨
大
な
市
場

に
成
長
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
同
社
の
研
究
用
上
体
ヒ
ュ
ー

マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｈ
I
Ｒ
Ｏ
」（
ヒ
ロ
）
は
、

わ
く
わ
く
グ
ラ
ン
デ
ィ
科
学
ラ
ン
ド
（
栃
木
県
子

ど
も
総
合
科
学
館
）
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

研
究
成
果
を
新
し
い
ロ
ボ
ッ
ト
に

「わくわくグランディ科学ランド」（栃木県宇都宮市西川田町）に展示されている研究用上体ヒューマノイドロボット「HIRO」

川田工業川田工業㈱㈱ロボティクス事業ロボティクス事業部部
栃木県芳賀郡芳賀町芳賀台122-栃木県芳賀郡芳賀町芳賀台122-11
☎028-677-5737（代☎028-677-5737（代））

川田工業ロボット 検索

特集人人人人人人人人人人間間間間間間間間間間とととととととととととととととととととともももももももももも人間とともににににににににににに
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運動機能など進化を続けるASIMO

「ASIMOと環境技術」のエリアでは、ASIMO誕生にいたるまでのストーリーや
動く仕組みなどを6つのコーナーで紹介しています

E0（1987年E0（1987年））

P4（2000年P4（2000年））

Honda Collection Hall
1階にある「ASIMOと環
境技術」のエリア。E0か
らASIMOまで、Honda
の歴代の二足歩行ロボット
を展示しています

　

ホ
ン
ダ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
は
、
栃
木
県
芳
賀
郡
茂
木
町

の
「
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
」
内

に
あ
り
ま
す
。
H
o
n
d
a
の

創
立　

周
年
を
記
念
し
て
1
9

50

9
8
年
に
開
館
し
ま
し
た
。

　

A
S
I
M
O
に
関
す
る
展
示

は
、
１
階
の
「
A
S
I
M
O
と

環
境
技
術
の
エ
リ
ア
」
に
あ
り

ま
す
。
こ
こ
に
は
、
1
9
8
6

年
か
ら
開
発
さ
れ
て
き
た
歴
代

の
二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
エ
リ
ア
内
で

は
、
A
S
I
M
O
が
動
く
仕
組

み
な
ど
も
パ
ネ
ル
や
映
像
で
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
コ
ー
ナ
ー
に
隣
接
し
た

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
室
で
は
、

「
A
S
I
M
O
ス
ー
パ
ー
ラ
イ

ブ
＆
Ｕ
３
‐
Ｘ
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
」
が
毎
日
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

走
る
・
ボ
ー
ル
を
蹴
る
・
ド
リ

ン
ク
を
運
ぶ
な
ど
A
S
I
M
O

の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
を
実
際
に

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
A
S
I
M
O
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
技
術
か
ら
生
ま

れ
た
一
輪
モ
ビ
リ
テ
ィ「
Ｕ
３
‐

Ｘ
」も
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
Ｕ

３
‐
Ｘ
」
は
、
一
輪
車
の
よ
う

な
形
を
し
て
い
て
、
体
を
傾
け

て
体
重
移
動
す
る
だ
け
で
、
ど

の
方
向
に
も
自
由
自
在
に
動
く

こ
と
が
で
き
る
乗
り
物
で
す
。

ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ブ
は
、
大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
、
い
っ
し
ょ
に

楽
し
め
る
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

※
ス
テ
ー
ジ
の
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

A
S
I
M
O
の
す
べ
て
が
分
か
る

ホ
ン
ダ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

人人人人人人人人人人間間間間間間間間間間とととととととととととととととととととともももももももももも人間とともににににににににににに特集
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ドリンクを運ぶASIMO。こぼさずに、
そっとテーブルに置くことができました

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
蹴
る
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｏ

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｏ

う
ま
く
蹴
れ
て
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ

ス
テ
ー
ジ
を
走
り
ま
わ
る
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｍ

ス
テ
ー
ジ
を
走
り
ま
わ
る
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
ＯＯ

ASIMOスーパーライブ＆U3-XデモンストレASIMOスーパーライブ＆U3-Xデモンストレーー
ショションンが開かれが開かれるるホンダコレクショホンダコレクションンホールホールはは
観光名所のひとつになっています。埼玉県か観光名所のひとつになっています。埼玉県からら
栃木県内観栃木県内観光光旅行の途中に立ち旅行の途中に立ち寄寄っったというたという観観
光客の皆さ光客の皆さんん

㈱モビリティラン㈱モビリティランドド
ツインリンクもてツインリンクもてぎぎ
栃木県茂木町桧山1201-栃木県茂木町桧山1201-11
☎028-5-64-0001（代☎028-5-64-0001（代））

ASIMOのバランス制御技術から
生まれた一輪モビリティ「U3-X」

ASIMOスーパーライブ＆U3-XデモンストレーショASIMOスーパーライブ＆U3-Xデモンストレーションン。上演
時間は約20分。大人も子どもも楽しめるステージです

春休みだけの特別イベン春休みだけの特別イベントト

ASIMOとあそぼASIMOとあそぼうう

〜ツインリンクもてぎ開業15周年スペシャル〜

4月8日（日）

Honda Collection Hall
入館料は無料ですが「ツインリンクもてぎ」の

入場料と駐車料が別途必要です

ツインリンクもてぎ 検索

ゴールデンウイークの楽しい催しゴールデンウイークの楽しい催し物物
「ピピラの Go!Go!ゴールデンウイーク」

新緑あふれる景色を満喫しながら「働く車大集合」
など、子どもも大人も楽しめるイベントがいっぱい
（4月28日〜5月6日）
花火の祭典“春”〜開業15周年祝福の花束〜

国際レーシングコースを舞台に繰り広げられる「音
と花火の競演」（５月3日）
入場料など詳しいことは下記にお問い合わせください

人人人人人人人人人人間間間間間間間間間間とととととととととととととととととととともももももももももも人間とともににににににににににに特集
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（
益
子
町
）

陶
芸
の
里
に
長
期
滞
在
し
、
陶
芸
家
の
指
導
の
も
と
、
益
子
焼
の

全
工
程
を
体
験
。「
陶
芸
家
に
プ
チ
弟
子
入
り
ツ
ア
ー
」と
銘
打
っ

て
地
元
の
観
光
業
者
㈱
は
ぎ
わ
ら
観
光
（
萩
原
一
貴
社
長
）
が
企

画
し
た
「
着
地
型
・
長
期
滞
在
型
」
の
ツ
ア
ー
。
観
光
庁
に
よ
る

モ
ニ
タ
ー
調
査
も
兼
ね
て
実
施
さ
れ
た
。
栃
木
県
内
だ
け
で
な
く
、

遠
く
は
青
森
県
や
静
岡
県
か
ら
も
、
あ
わ
せ
て　

人
が
参
加
。　

10

11

日
間
の
日
程
で
陶
芸
の
ほ
か
、
観
光
、
交
流
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

参
加
者
か
ら
は
「
従
来
の
ツ
ア
ー
に
は
な
い
体
験
が
で
き
た
」
と

好
評
だ
っ
た
。
観
光
会
社
で
は
、
今
後
も
地
域
の
観
光
資
源
を
生

か
し
た
新
し
い
着
地
型
ツ
ア
ー
の
企
画
に
力
を
入
れ
た
い
と
い
う
。

プププププププププププ
チチチチチチチチチチチ

陶
芸
陶
芸
家家
ににににににににににに

弟弟弟弟弟弟弟弟弟弟弟弟弟弟弟弟弟弟弟弟弟
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入

弟
子
入
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

益
子
益
子
焼焼
体
験
と
観
光
の
長
期
ツ
ア

体
験
と
観
光
の
長
期
ツ
ア
ーー

ロクロによる陶器成形を指導する陶芸家の川尻琢也さん

とちぎ201213 2012とちぎ 12



ツ
ア
ー
は
、

前
期（
２
月　
19

日
〜　

日
）
と
後
期
（
３
月
４
日
〜　

日
）
に
分
け

22

10

て
行
わ
れ
た
。
前
期
は
、
ロ
ク
ロ
を
使
っ
て
の
陶
器

成
形
か
ら
削
り
ま
で
。
後
期
は
、
素
焼
き
か
ら
窯
焚

き
ま
で
を
地
元
の
陶
芸
家
、
小
峰
一
浩
さ
ん
と
川
尻

琢
也
さ
ん
が
指
導
し
た
。
ま
た
期
間
中
に
は
益
子
観

光
も
楽
し
ん
だ
。
参
加
者
の
一
人
は
「
益
子
の
町
は

と
て
も
魅
力
的
な
町
。
外
か
ら
の
も
の
を
受
け
入
れ

て
く
れ
る
心
地
よ
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ま
た

お
邪
魔
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
言
っ
て
い
た
。

体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
ももももももももももももももももももももも
観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観
光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光
ももももももももももももももももももももも

着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型
出発地の旅行業者が企画する
従来型の旅行に対し、目的地

の業者が企画する旅行を「着地型ツアー」と呼
んでいる。地元の旅行業者は地元の情報に詳し
いので、独自性の高い企画が提案でき、地域と
の密着度も高い。このため、地域振興や街づく
りと結びつくことが期待され、観光旅行の新し
い形として注目されている。

素焼きした器に釉薬（うわぐすり）をかける

絵付けを指導する陶芸家の小峰一浩さん

ツアー３日目、成形した器が乾く間、バスで益子町内
を観光した。西明寺、益子陶芸美術館、酒蔵、益子参
考館（写真上）観光のあと、いちご狩りを楽しんだ

2012とちぎ 14とちぎ201215



焼き上がった作品 後半初日の3月4日、絵付けと釉薬かけを終えた作品を登り釜に詰めこむ。
午後、窯に火を入れた。1人30個まで焼ける

３
月
９
日
に
は
、
従
来
の
観
光
ツ
ア
ー
で

は
体
験
で
き
な
い
窯
焚
き
の
作
業
を
行
っ

た
。
夜
を
徹
し
て
行
わ
れ
た
。
夜
を
徹
し

た
作
業
だ
が
、
と
て
も
楽
し
そ
う
だ
っ
た

益子春の陶器市４月28日（土）〜５月６日（日）

ツ
ア
ー
日
程
外
の
「
窯
出
し
」
の
作
業
に
も
多
く
の
人
が
集
ま
っ
た
。

登
り
窯
で
焼
き
上
げ
た
作
品
の
で
き
ば
え
に
感
激
し
て
い
た

長期滞在型のツアーは、国内旅行需要の拡大や地域の活性化の起
爆剤とし期待されている。今回のツアーは「長期滞在型旅行の

ニーズの把握や継続的な事業活動を実施する上での問題点の把握」（観光庁）も目的と
している。参加者は、あわせて11日という長期の日程で、ロクロによる成形作業から
登り窯での窯焚きまで、益子焼の全工程を体験した。参加者は「参加者同士が仲良くな
れたことが一番良かった」「窯業の地でプロの指導はこんな機会でないと味わえないです
ね」「宿のスタッフをはじめギャラリーの人、作家さんなどプログラムに直接関係のない
人とも交流でき通常のツアーでは体験できないことを体験できました」と言っていた。

長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在

作業日程最終日の3月10日、全員参加で懇親会

益子春の陶器市４月28日（土）〜５月６日（日）
とちぎ201217 2012とちぎ 16



早乙女の桜並木（さくら市早乙女）

烏ケ森公園（那須塩原市三区町）

金崎の桜（栃木市西方町）

東
雲
公
園
（
壬
生
町
壬
生
甲
）

桜
の
名

桜
の
名
所所

と
ち
ぎ
の
景
勝
百

と
ち
ぎ
の
景
勝
百
選選

下野国分尼寺跡は下野国分寺（下野市国分寺）の近くにあ
り、ともに国の史跡に指定されています。史跡公園として
整備され、隣接の天平の丘公園とあわせて憩いの場になっ
ています。一帯は、たくさんの八重桜やソメイヨシノのほ
か、淡墨桜（写真上）しだれ桜（写真左）など、たくさん
の桜が開花。花まつりの時期には多くの人でにぎわいます。

国分尼寺跡　（下野市）

J
R
小
山
駅
か
ら
歩
い
て
５
分
ほ
ど
、
市
街
地
の

小
高
い
丘
に
あ
る
公
園
（
小
山
市
城
山
町
）
で
す
。

平
安
時
代
の
末
期
に
小
山
氏
が
築
い
た
「
祇
園
城
」

の
跡
地
で
、
城
址
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

公
園
内
に
は
お
城
の
空
堀
の
一
部
が
残
さ
れ
、
樹

木
が
う
っ
そ
う
と
茂
っ
て
い
ま
す
。
公
園
の
西
側

か
ら
は
思
川
を
見
お
ろ
せ
、
北
側
に
は
城
主
小
山

氏
の
菩
提
寺
「
天
翁
院
」
も
あ
り
ま
す
。

城
山
公
園　
（
小
山
市
）

このページの写真は「とちぎフォトライブラリーこのページの写真は「とちぎフォトライブラリー」」
からダウンロードできまからダウンロードできますすライブラ

リ
ライブラ

リーー
PPhothotoo
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1970年4月号表紙（栃木県総合運動公園＝宇都宮市1970年4月号表紙（栃木県総合運動公園＝宇都宮市））

1970.1970.春春とちぎアーカイブ1972.1972.春春

1972年4月号表紙（太平山＝栃木市1972年4月号表紙（太平山＝栃木市））

あのころのとちあのころのとちぎぎ
広報誌「とちぎ」バックナンバーで見る

とちぎ201221 2012とちぎ 20



19719766とちぎアーカイブ

「にっぽん丸」出航（75年11月22日）

本
県
初
の
「
青
年
の
船
」
は
、
青
年
た

ち
二
百
五
十
四
人
が
、
い
ま
だ
か
つ
て

あ
じ
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
、
心
と
心
の

ふ
れ
あ
合
い
の
機
会
と
し
て
、
大
き
な

成
果
を
収
め
、
十
七
日
間
の
洋
上
生
活

の
幕
を
閉
じ
た
。

（
広
報
誌
「
と
ち
ぎ
」
１
９
７
６
年
１
月
号
よ
り
）

あのころのとちあのころのとちぎぎ
広報誌「とちぎ」バックナンバーで見る

郷土芸能の伝承に励む青年たち（今市市=現在の日光市）

フィリピンの青年との交流会（11月30日）

甲板でゼミナール（12月3日甲板でゼミナール（12月3日））（75年11月22日）

海上慰霊祭（11月28日）

社会の連帯意識は、県民みんなの寄りどころで
もあるが、その連帯意識を高めるための“ふる
さと運動”がスタートした。これはわれわれの
“宝”でもある連帯意識が急テンポで移り変わ
る現代にあっては、ともすれば失われようとし
ているため、郷土芸能や清掃活動などを通して
呼びもどそうというもの。
（広報誌「とちぎ」1976年5月号より）

ふふふふふふふふふふるるるるるるるるるるささささささささささとととととととととと運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動ががががががががががススススススススススタタタタタタタタタターーーーーーーーーーふるさと運動がスタートトトトトトトトトトト
自然愛護活動を通して、きれいな
栃木県づくりに励む勤労青少年

2012とちぎ 22とちぎ201223



卓越した技能者で「もの
づくり日本大賞を受賞し
た綱川正幸さん

アルミ板を検査する綱川さん

人シリー　シリーズズ●●とちぎのとちぎのひとひと　　

綱
川 
正
幸
さ
ん
（
茂
木
町
）

㈱
神
戸
製
鋼
所
真
岡
製
造
所

　

㈱
神
戸
製
鋼
所
真
岡
製
造
所
に
勤
務
す
る
綱

川
正
幸
さ
ん　

は
、
卓
越
し
た
技
能
者
（
現
代

（58）

の
名
工
）
と
し
て
「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」

（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

真
岡
製
造
所
で
は
、
ア
ル
ミ
缶
や
自
動
車
、

家
電
製
品
な
ど
に
使
わ
れ
る
ア
ル
ミ
の
板
を
製

造
し
て
い
ま
す
。
綱
川
さ
ん
は
、
同
製
造
所
に

　

年
以
上
勤
務
す
る
熟
練
工
で
す
。
現
在
は
、

40技
能
伝
承
や
現
場
の
改
善
活
動
の
と
り
ま
と
め

役
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

綱
川
さ
ん
は
、
ア
ル
ミ
板
の
歪
み
を
取
り
除

く
た
め
の
装
置
の
操
作
を
は
じ
め
、
精
整
工
程

の
技
能
に
卓
越
し
て
い
ま
す
。
ア
ル
ミ
板
の
わ

ず
か
な
歪
み
を
目
視
で
見
抜
き
、
製
品
の
仕
様

に
合
わ
せ
て
歪
み
を
矯
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
ア
ル
ミ
板
の
検
査
は　

㍉
の

0.4

歪
み
が
限
界
で
し
た
。
し
か
し
綱
川
さ
ん
は
、

光
の
反
射
な
ど
に
よ
っ
て
目
視
に
よ
り　

㍉
以

0.1

下
の
歪
み
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
精
度
は
、
機
械
測
定
の
４
０
０
倍
に
匹
敵
す

る
と
い
わ
れ
ま
す
。

 
「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
の
受
賞
に
あ
た
っ

て
綱
川
さ
ん
は
「
ベ
テ
ラ
ン
の
退
職
と
若
年
層

の
増
加
と
い
う
過
渡
期
を
迎
え
る
な
か
で
、
自

分
が
教
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
若
手
に
着
実
に
引

き
継
い
で
行
き
た
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

㍉
の
歪
み
を
見
極
め
矯
正

0.1

1月10日、技能五輪国際大会で金メダルを獲得
した三品さんに「知事特別表彰」が贈られました。
技能者の表彰は今回が初です

三品さんは3月５日、母校の県央産業技術
専門校で、特別講話を行いました。講話のあ
とに技能五輪国際大会で獲得した金メダルを
見せる三品さん（写真下）。このあと実習場で、
後輩たちに技術を披露しました（写真左）

　

三
品
英
則
さ
ん　

は
、
技
能
五
輪

（23）

国
際
大
会
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
と
し
て

「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」を
受
賞
し

ま
し
た
。
技
能
五
輪
国
際
大
会
は
、

次
代
を
担
う
青
年
技
能
者
の
技
能
世

界
一
を
競
う
大
会
で
、
２
年
に
１
度

開
か
れ
て
い
ま
す
。
昨
年　

月
に
は

10

第　

回
大
会
が
ロ
ン
ド
ン
で
開
か
れ

41
ま
し
た
。
大
会
に
は
、　

職
種
に
９

46

４
４
人
（　

か
国
）
が
参
加
。
日
本

51

か
ら
は　

人
が
出
場
し
ま
し
た
。
三

44

品
さ
ん
は「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
職
種
」

に
出
場
し
ま
し
た
。
同
職
種
の
競
技

は
、
各
チ
ー
ム
２
人
の
選
手
が
連
携

し
て
、
生
産
現
場
を
想
定
し
た
装
置

を
使
っ
て
作
業
を
行
い
、
そ
の
早
さ

と
正
確
さ
を
競
い
ま
す
。
機
械
・
電

子
・
情
報
工
学
の
幅
広
い
知
識
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
求
め
ら
れ
る
競
技

で
す
。

　

三
品
さ
ん
は
、
県
立
鹿
沼
農
業
高

校
（
現
在
の
県
立
鹿
沼
南
高
）
卒
業

後
、
県
央
産
業
技
術
専
門
校
に
進
学
。

同
校
在
学
中
に
若
年
者
も
の
づ
く
り

技
能
競
技
大
会
で
３
位
に
な
り
、
技

能
五
輪
全
国
大
会
に
出
場
し
て
い
ま

す
。
2
0
０
９
年
に
日
産
自
動
車
㈱

に
就
職
し
、
現
在
は
神
奈
川
県
に
あ

る
車
両
生
産
技
術
本
部
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。

技
能
五
輪
国
際
大
会
で
金

三
品 
英
則
さ
ん
（
鹿
沼
市
）

日
産
自
動
車
㈱
車
両
生
産
技
術
本
部

　  「ものづくり日本大賞」の表彰式が2月
17日に首相官邸で行われました。同賞は、
日本のものづくりを支える人材を内閣総
理大臣が表彰するものです。栃木県関係で

は「ものづくりを支える高度な技能分野」
で熟練工の綱川正幸さん。「ものづくりの
将来を担う高度な技術・技能分野」で若手
の三品英則さんが表彰されました。

熟熟練練

若若手手
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店主の飯村欣三（右）さんと母親の孝子さん

羽二重苺 羽二重苺 （茂木町）
はぶたえいちご

2012年4月1日発行　　発行責任　栃木県広報課　編集発行　　栃木県広報協会
〒320-8501　栃木県宇都宮市塙田1-1-20　　☎028（623）2191

フォトとちぎ2012春号

菓子処菓子処 いい村いい村
栃木県茂木町飯2275-栃木県茂木町飯2275-11
☎0285（65）006☎0285（65）00688

栃木県は日本一のいちごの産地。県南東部には「いい
芳賀いちご夢街道」が形成されています。観光農園だ
けでなく趣向を凝らしたスイーツなど、おいしさいっ
ぱいの街道です。「いちご大福」は、いちご街道の人気
商品のひとつ。街道の菓子店ではそれぞれが自慢の大
福を製造し販売しています。なかでも茂木町にある
「菓子処いい村」では「羽二重苺」が人気です。「羽二
重苺」は、朝摘みのいちごを羽二重餅で包みました。
純白の餅は高級絹織物のようになめらかで、やわらか
く、口の中に入れるとふわりととろけるよう。餅の中
には真っ赤なとちおとめ。たっぷりの生クリームとつ
ぶつぶの餡が、贅沢な味と食感をつくり出しています。
店内の一角にはミニテーブルがあり、作り立てを味わ
うことも。1個165円で、いちごの季節限定品です。
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